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論文内容要旨
緒言
 種々の脳疾患,特に脳血管性障害に於て脳血管攣縮が重要な意義を有することは多くの研究者に
 よって支持される様になって来たが,その本態に関しては未だ明らかではなぐ,その存在にすら疑
 問を持つ者もある現状である。然し,最近では脳動脈瘤破裂によるクモ膜下出血に併発する脳血管
 掌編,特にWilli8輪を中心とする脳底部の比較的太い動脈群の攣縮の発生は大方の認めるところ
 となり注目される様になった。籾て,脳血管漿縮の本態を動物実験によって究明する試みも数多く
 行われているが,Wi且i8輪周辺の動脈に関しては,その観察方法の困難性から見るべき研究報告
 はなされていない。著者はクモ膜下出血後に脳血管攣縮が多発する事実から,髄液中の血液が攣縮
 発生に重要な役割を果しているものと考え,種々の人工的クモ膜下出血を作り血管の反応動態を観
 察した。筒,Wi■lis輪潤辺動脈の動態の捕捉観察には著者の考案による後述する方法が聯られた。'
 実験材料並びに方法
 実験動物には0、5～5.8Kgのネコ24頭及び0,6～5.5Kヲのイヌ15頭を用いた。Willis輪周
 辺動脈の動態捕捉観察方法としては微小血管造影剤であるゼラチン加マイク・パーク溶液を上行大
 動脈より脳血管に注入し,直ちにドライアイス過冷アルコールで脳血管を瞬間的に固定,その後直
 ちに脳を頭蓋より取匂出し,超軟レ線撮影により血管動態を完全に正確に把握する方法を考案,使
 用した。人工的クモ膜下出血の第1群は,各動物の大伏在静脈より採取した自家血液。.5～1.Occ
 を直ちに脳底部クモ膜下腔に注入する方法を用い,注入後0～20分後に固定操作を行なった。第
 2群は自家血液5c6を蒸溜水5ccと混じて57`bにて艀直し2～10日接その上清を脳底部クモ
 膜下腹に注入,注入後2～55分後に固定操作を行なった。尚,脳表血管破損によるクモ膜下出血
 作製群,新鮮自家血液注入数日後及び血清のみの注入後に固定を行なった群についても観察を行な
 ?た。
実験結果
 第1餅の新鮮自家血液注入群ではネコ10頭,イヌ4頭,計14頭が用いられた。その結果5例
 に脳血管攣縮像が得られたが,この内1例のイヌ及び2例のネコでは脳底動脈にのみ蜂縮像を認め,
 他の2例のネコでは,1例は内頸動脈に,1例は脳底動脈及び中大脳動脈の2ヵ所に攣縮像が見ら
 れた。第2群の艀置血液注入群はイヌ5頭,ネコ12頭,計17頭に行なわれ,その結果12例に
 血管攣縮像が得られた。内2例がイヌで他の10例はネコであったが5例は脳底動脈のみに,5例
 が脳底動脈以外のWil■i8輪周辺動脈に,残りの4例は鰻底動脈及び他のWilli8輪周辺動脈の2
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 ヵ所に夫々血管攣縮像が認められた。上記2群以外の実験結果は,脳表血管破損によるクモ膜下出
 血例のネコ1例に中大脳動脈攣縮像を得た。
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 考案並びに結論
 先ず,本実験に用いられた攣縮捕捉観察法は,硬膜を切開せずに,即ち脳血管を大気と接触させ
 ずに極く生理的状況下に脳底部血管動態を固定観察出来縛るものであると考える。
 新鮮血液を用いたクモ膜下出血では14例中5例に攣縮像が得られたのみであったが,購置血液を
 用いた場合では17例中12例と高率に鱗縮像が碍られた。攣縮発生を部位別に見ると,脳底動脈
 15,他のWi11鳩輪周辺動脈8と前者に多発していることが判った。一方,実験動物を比較して
 みると,イヌでは攣縮好発血管とも思われる脳底動脈だけkしか攣縮像は認められず,攣縮の頻度
 もネコの方が大であった。
 以上の実験の結果次の如き結論を得た。
 (1)本実験に用いた血管攣縮捕捉固定法はW且li8輪全般の血管動態を観察するのに極めて有用で
 ある。
 〔2)・新鮮自家血液にても脳血管攣縮の誘発能力があるが,57もにて数日問卿置することによって
 その能力は増大する。即ち,クモ膜下出血発症直後よりも,発症数日後の方方鞭縮は起り易いと'
 する臨床所見と合致するものであった。
 (3)脳血管攣縮の発生には,血液成分のみではなく,他の因子も介在しているものと考えられた。
 (4)イヌ及びネコの脳血管の中では脳底動脈が攣縮を起し易い血管であると考えられた。
 (5)イヌよりもネコの方が脳血管攣縮を起し易ぐ,脳血管攣縮の発生は動物の種類によ'つて異なる
 ものと考えられた。
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 審査結果の要旨
 脳血詠繍1が脳疾患,特に脳血管性障害に於て重要な役割を有することは臨床的には広ぐ認め
 られるところである。しかるに,その志態に関しては,多ぐの実験研究がなされているにも拘ら
 ず,現在爾解明されて居らず,その存在にすら疑問を持つ首もある。嵐研究に於ては,微少血管
 造影法及び瞬時冷却固定法を考案し,従来動物実験に於て観察の困難とされていたWilli8輪
 全般のπロ管昂態の観察を行って居り,叉動脈瘤破裂による蜘蛛膜卑出血に脳血管傘縮が多発する
 ことに着目し,髄液中の血液が血管箪続発隼の重要因子であるとの考えのもとに母物実験を行い
 脳由1管攣縮の太態を追究している。実験は24頭のネコ及びコ3頭のイヌに,主に新鮮自家血液
 及び艀置盃液を用いて人工的クモ膜下出血を作製し,その結果生ずる脳血管,特にWilli8輪
 及び周辺珊1脈の錘縮を捕捉観察し検討が加えら此て居り,.次の如き結果を得ている。即ち,新1鮮
 自家血液を用いた群では,イヌ4頭及びネコ10頭計14頭の中5例に脳血管輔縮が認められて
 いるdこの内,1例のイヌ及び2例のネコは脳底昂脈にのみ攣縮像を認め,他の2例は何れもネ
 コであり,1例は内頸動脈に,r例は脳底酬脈及び左中大脳動脈の2ケ所に攣縮像が認められた。
 次いで,艀置血液を絹いた群は,イヌ5頃,ネコ12頭の計17頭に行われたが,ζの内12例
 に磯管館縮像が認められて居り,内2例はイヌで残り10例はネコであったσ又,攣縮発生を部
 位別に見るとイヌ2例,ネコ5例の計5例が脳底働脈のみに攣縮像を認め、脳底酬脈以外のWi-
 lli8輪及び周辺酬脈に攣縮を認めたのはろ例で何れもネコであった。一方,脳底動脈及び
 WillB輪周辺歌脈両方に喜溜宿の多発したものは4例で,もつ・ケニ。以上,2種の方:去の他に、脳
 表血管損傷によるクモ膜下出血作製新鮮自家血液注入後6～9日後に固定観察及ぴ血清注入8
 日後固定観察の5っの方法も試みられたが,実験例数が少い為に断定的な結論は得られないとし
 ている。
 以ヒの実験結果より,宏実lfr禽に用いられた血管簗縮捕捉固定法がWillis輪全般の血管動態
 の同時観察に有期であることを強調してむり又,新鮮自家血液にも脳血管鍾縮誘発能力があるが,
 層流ずること£よってその能力は増大することから,くも膜下出血発症直後よりも,発症数日後
 に璽縮に仁起り易いと推論していろ。一方,脳1血管姫縮の発生は必ずしも血液成分のみによるもの
 ではない単,イヌ及びネコの脳血管の中で看ま脳底動脈が最も攣縮を起し易い血管である事及びイ
 ヌよりもネコの方が脳壷L菅緊縮を起し易い事等の結論を得ている。
 以一と,広研究ぱ,従来困難とされていたWilli3輪及び周辺動脈の血管動態の捕捉観察を行
 い,待にくも蔭F出ll吐に於けろ脳む管瑳終発生の本態究明の一助をなしたものであり充分単位授
 与にf直一ずる(ので,もる。
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